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　昨今、食育基本法が成立したこともあり、食育がブームとな

っている感があります。以前は「栄養教育」と称され、栄養バ

ランスに重点をおいた教育が主流でした。しかし近年、食事と

生活習慣病の関わりに加え、食の安全・安心、食料自給率、食

事が心に及ぼす影響、食品の多量廃棄、食文化の継承といった

様々な面で問題点が指摘されています。そこで私達の食生活

をトータルに捉え、QOL（生活の質）の向上を目指す「食育」が、

今求められていると考えられます。

　このような状況をふまえ当研究室では、本学部の学際的な特

色や地域性を生かし、食育について多面的なアプローチで調査

研究を行っています。以下にそのいくつかを紹介します。

　山形県内の小学校および学校給食センターに勤務している栄

養士さんにご協力頂き、学校給食における地場産物の活用状況

を調べ、さらに学校でどのような食育を実践しているか聞き取

り調査を行っています。この調査は、本学医学部および地域教

育文化学部に所属する複数の教員による共同研究の一環として

始まりました。また、本県長井市では家庭から出る生ゴミを回

「食育」って？

“おらが県”の食育は
 どうなってる？どうする？

収して堆肥を作り、その堆肥を使って栽培された野菜等を市民

に販売し、それらが家庭で消費され、再び生ゴミとして回収さ

れるという資源循環システム（レインボープラン）を実践して

います。レインボープランは私達の食生活のあり方について考

える格好のテーマと考え、レインボープランを題材とした小学

生用の視聴覚教材を作成したり、長井市の児童の食に対する意

識調査等を行っています。さらに、山形市内の高齢者や大学生

を対象とした食育についても、地域のNPOや保健所の方とネ

ットワークを作りながら検討を始めています。

　健康づくりには食事だけでなく運動も欠かせません。しかし

近年では、大人だけでなく子どもも体を動かさなくなっていま

す。特に東北地方は車の利用頻度の高さや積雪などのため、日

常の身体活動量の少ないことが懸念されます。そこで、日常生

活時の心拍数や加速度、エネルギー消費量を実測し、青少年の

身体活動量はどの程度であるのか定量的に評価する研究を行っ

ています。日頃自分がどのくらい動いているのか（エネルギー

消費量）を知ることにより、どのくらい食べるとよいか（エネ

ルギー摂取量）が的確に分かります。

　食環境デザインコースでは、栄養士や栄養教諭、家庭科教員

の免許を取得することが可能です。当研究室ではこれからも、

将来学校やその他の場所で食育に関する仕事をしたいと考えて

いる学生と一緒に、実践的かつ実証的な研究を積み重ねていき

たいと思っています。

きちんと食べて、よく動く！


